
2027年版ちひろカレンダー（大判）作品 

 

大判表紙「しゃぼん玉を吹く少女」 

初出：台糖ファイザーカレンダー 1970年版 9月（1969年制作） 

割れないようにそっとしゃぼん玉をふく少女の瞳には静かな意志が感じられます。ひそやかに願いごとを重ねているの

かもしれません。周囲の景色を映し込み、ゆらゆらと舞い上がるしゃぼん玉は、水彩のにじみやたらしこみの技法で描か

れています。 



 

 

大判 1-2月「水仙とつくしを見る子ども」 

初出：雑誌「小学二年生」3月号 2頁（1967年制作） 

少年と少女は、野原に寝そべって春のきざしを見つけて、心を動かしているのかもしれません。背景の淡いにじみが花

綱装飾のように配置されています。あえて中央に残された空白に、ふたりの心象が映し出されてくるようです。 



 

大判 3-4月「大きな時計をつくる子どもたち」 

初出：「みんなでしようよ」（1957年制作） 

ちひろ 2 冊目の絵本「みんなでしようよ」の一場面です。当時、ちひろは 5 歳の息子の子育ての真っ最中。日々目にし

ている息子やその友達の姿、幼稚園のようすを思い浮かべながら描いたのでしょう。子どもたちのしぐさや、服の模様

までが丹念に描かれています。 

 



 

大判 5-6月「おふろに入るあひると子ども（習作）」（1970年制作） 

今も読み継がれるミリオンセラーの絵本『おふろでちゃぷちゃぷ』の習作です。輪郭線を使わずに、あかちゃんの髪や肌

のやわらかな感触や、あどけない手の表情などが的確にとらえられています。ちひろは、モデルを見ずに、あかちゃん

の月齢までも描き分けることができました。 

 



 

大判 7-8月「緑の風のなかの少女」 

初出：「こどものせかい」1972年 7月号（1972年制作） 

画面いっぱいに描かれた少女の顔は小麦色に日焼けをしています。筆を素早く動かして、かすれで表現した前髪は、少

女の眼前を吹き抜ける風を感じさせます。背景の緑の濃淡は、真夏の濃い緑からこぼれるこもれびのようです。 

 



 

大判 9-10月「十五夜の子どもたち」 

初出：「こどものせかい」1965年 9月号（1965年制作） 

この絵は子ども向けの絵雑誌の表紙のために描かれたものです。ちひろは、月刊の絵雑誌に季節のうつろいを細やか

にとらえた作品を発表しました。大きな月を背にして、手前には秋草が、中景には半袖や浴衣を着た子どもたちが配さ

れ、夏から秋への情趣が感じられます。 

 



 

大判 11-12月「ストーブに薪をくべる少女」 

初出：「こどものせかい」1974年 2月号（1973制作） 

ちひろは、1966 年に信州の黒姫高原にアトリエを兼ねた山荘を建てました。ちひろは年に数回、この山荘に滞在し、

数々の作品を描きました。この絵に描かれているのは、山荘で愛用していた薪ストーブです。東京を離れ、山荘で過ご

す豊かな時間が重ねあわされているようです。 


